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リ ト ド リ ソ が メ ラ ト ニ ソ 分泌 に 及 226　　　 成 熟婦 人 に お け る 夜 間 Melatonin と

Prolactin 分 泌 と の 関 連
一

特 に 、 明暗 刺 激

並 び に 睡 眠 と の 関 連 に つ い て
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蔵本武 志 ※ 、平 塚 圭 祐 ※ 、森 岡均 ※

高知 医 大
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〔 目 的 〕切迫 早 産 の 治療 に 用 い ら れ て い る リ ト ド

リ ソ は 、性 成 熟 や 卵巣機 能 の 調節 に 大 き な 役割 を

有 し て い る メ ラ ト ニ ソ （MLT ）の 分 泌 を 刺激 す る

可能 性 が あ る と推測 され て い る こ とか ら、リ ト ド

リ ソ 投 与時 の 血中MLT 濃 度を 測 定 し た 。〔方 法 〕

規 則 的 な 月 経 周 期 を 有 す る ボ ラ ン テ ィ
ア 女 性 5 名

の 卵 胞期初期 に 午前 9時 よ り 4 時間 、1μg／ kg／

min の 割 合で リ ト ド リ ン を ブ ド ウ糖液 に 溶解 し て

点 滴投与 し 、投与 前お よ び 投 与 後 0．5、1、2、4

時 間 日 さ ら に 夜 10時 、翌朝 10時 の 血 中ML 歌 プ 卩

ラ ク チ ソ 、Na 、K 、ブ ド ウ 糖 濃度、血 圧 お よ び 脈

拍 数を 測定 した 。ま た 、切迫 早 産患 者 （7 名 ） へ

の リ ト ド リ ソ 投 与時 に もこ れ らの 血 中濃度を 測定

し た 。 な お 、対 照 と し て ボ ラ ソ テ ィ ア 女 性 4 名に

ブ ド ウ 糖 液 だ け を 投 与 し 比 較検討 し た 。 〔成 績〕

り ト ド リ ン 投与 に よ り 、血 中MLT 濃 度 は 5．2土 1．6

pgtlml　dz均値 ±標準誤差 ）か ら 11．6 ± 3．　8　pgrfu1 へ

と 投与 開始 0．5 時 間後 に は 有 意 に 上昇 し 、以 後緩

や か に 減少 した 。切 迫 早 産 患 者 に お い て も 7 名 中

5 名 の 血 中MLT 濃 度 は 9．6± 3．Opg ／fnlか ら 1時間後

に は 17．9士 6．9　pgyfml 、4 時 間後 に は 23．8± 13．7pg

／m ］へ と緩 や か に 上 昇 し た 。　労 、血 中MLT 濃 度

が 上 昇 し な か っ た 残 り 2 名の 投 与前値 は 33、56pg

／氛 ヨと 高 f直で あ っ た 。 な お 、全例 に お い て 血 中 K

濃 度 は 低 F し 、脈 拍数 は 増加 し た 、　
・方、 こ の よ

う な 変 化 は 対 照婦人 に は 認め ら れ な か っ た 。

〔結論 〕 リ ト ド リ ン 投 与に よ り血 中 メ ラ ト ニ ン 濃

度 は
一

過性 に 上 昇す る こ とを明 らか に し、非妊娠、

妊 娠 状態 と も に メ ラ ト ニ ソ の 分 泌 調節 に は β 2

adrenoreceptor が 重 要 な 役割 を 果 して い る 可能

性 を が し た 。

（目的）夜 間 に増量 す るMelatonin （M）とProlaotin

（P）の 分 泌 動態 に は 有意 の 相 関性 の あ る こ と 、 又、

血 中 Mが 極 め て 低 値 で あ る 日 中 に Mを 負荷 した

際 に は 、 夜間 と極め て 類 似 した M，Pの 変 動 パ タ
ー

ン を誘 発 で き る こ とを 明 らか に し報告 し て き亀
今 回 、 さ ら に 夜 間の M とP分 泌 との 関連 を明 確 に

す る た め に 、 種 々 の 明 暗条 件 並 び に 睡 眠 条 件下

で の M ，P 分 泌 動 態 を 検 討 し た 。 （方 法）同意 を得

た成熟 婦人 を対 象 と し 、 以 下 3群 の 明 暗 、 睡 眠条

件 下 で 20時 よ b8時 ま で 2時 間毎 に採 血 した
。
1：

21時 に 消灯 睡 眠 し 、 6 時に点灯 起 床 さ せ た 群 、 皿：

2時 ま で 点 灯覚醒 させ 、以 後 消灯 睡 眠 し、6 時 に点

灯 起 床 さ せ た群 、 皿：21 時 に 消灯 し 、 2時 ま で 覚醒

さ せ 、以 後 睡 眠 さ せ 、 6時 に 点灯起 床 さ せ た 群 。

（成績 ＞1群 ：Mは 22 時 よ り増 量 し 、 ピ ーク は 2時 で

（109 ．8 ± 14．1pg ／ m1 ）以 後減少 した。Pは M よ b2

時 間 遅 れ た0時 よ b増量 し 、 ピー
ク も2時 間遅 れ た

4 時 で 〔22・3± 2．3  ／ml ）以 後減 少 した
。 ［群 ：

M は 0 時 ま で 感度以 下 で 、2時 よ り増 量 し4時 に ピ

ーク を 示 し以後減 少 した 。
P も2時 ま で 増 量 は認 め

られ ず 、M よ b2時間遅れ た4時 よ b 増 量 し、6 時 に

ピ ー
ク を 示 した 。 皿群 ：Mは 1群 と同様 に 丶22 時 よ

り増量 し、2時 に ピ ーク を 示 し 以 後 減 少 し た 。
P も

M よ り2時 間遅 れ た 0時 よ り増 量 し、 4時 ま で 漸 増

した が 6時 に 再 度 増 量 し8時 に減 少 した 。 さ らに 丶

20 時 の P 値 に 対す る 各 時 刻 の P 値 の ％ ehange 値 と

2時 間前 の M値 と の 間に は 、 i群 （20〜8時 で 、 r ＝

0・455）』 群 （20〜4時 で 、 FO ，772 ）と も 有 意 の 正

の 相 関 が 認 め られ た
。 （結 論 ）夜 間 の P 分泌 の 増 量

は 従 来言 わ れ て き た 睡 眠 の 要 因 に 比 較 し 、暗刺激

に よ る Mの 増 量 と の 間 に ょ b強 い 相 関 を 示 す 事

が 明 ら か と な っ た 。
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